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『英吉利単語篇』明治 3年刊 (当館蔵)扉

沼津版ではないが「徳川氏改印」が押されている。
『法朗西単語篇』明治 3年刊 (当館蔵)扉

沼津兵学校刊行のいわゆる沼津版である。

シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の人
材
〈〉

沼・騨鰤一肥一氏
一麒知け」て

沼
津
兵
学
校
の
教
科
書
と
し
て
編
集
さ
れ

沼
津
で
刊
行
さ
れ
た
本
を

「沼
津
版
」
と
い

う
。
現
在
十
五
種
類
が
知
ら
れ
る
が
、
「沼
津

学
校
」
刊
行
の
も
の
、
「無
尽
蔵
版
」
（
一
等

教
授
渡
部
温
刊
行
）
の
も
の
、
出
版
元
未
記

載
の
も
の
と
に
分
け
ら
れ
る
。

「沼
津
学
校
」
と
は
も
ち
ろ
ん
兵
学
校
の

こ
と
で
あ
る
が
、
見
開
き
に
こ
の
校
名
が
明

記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
『筆
算
訓
蒙
』
（明
治

二
年
刊
）
、
『兵
学
程
式
』
（明
治
三
年
刊
）
、

『仏
蘭
西
歩
兵
程
式
』
（明
治
三
年
刊
）
、
『野

戦
要
務
』
（明
治
二
年
刊
）
、
『智
環
啓
蒙
』
（明

治
三
年
刊
）
の
五
種
で
あ
る
。
そ
し
て
も
う

一
冊
、
日
本
語
で
は
な
く
ｒ
ｄ
Ｏ
Ｏ
ｒ
”

∪
∪

Ｚ
Ｏ
Ｃ
〓
＞
Ｎ
Ｏ
Ｃ

と
フ
ラ
ン
ス
語
で
記
載
さ

れ
て
い
る
の
が
、
『法
朗
西
単
語
篇
』
（明
治

三
年
刊
）
で
あ
る
。

『法
朗
西
単
語
篇
』
を
除
い
た
五
種
の
本

の
見
返
し
に
は
い
ず
れ
も

「徳
川
氏
改
印
」

と
い
う
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
六
種

す
べ
て
奥
付
に
は
「売
捌
蔵
田
屋
清
右
衛
門
」

と
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
蔵
田
屋
は
東
京
の
本
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屋
で
開
成
所
以
来
、
幕
府
や
明
治
政
府

の
御
用
商
人
を
つ
と
め
て
い
た
人
物
で

あ
る
。
ち
な
み
に
、
「無
尽
蔵
版
」
の
沼

津
版
に
は

「徳
川
氏
改
印
」
も
蔵
田
屋

の
奥
付
も
な
く
、
渡
部
温
個
人
に
版
権

が
あ

っ
た
ら
し

い
こ
と
が
う
か
が
え

ス
υ・。と

こ
ろ
が
、
沼
津
兵
学
校
刊
行
の
本

以
外
に
も

「徳
川
氏
改
印
」
は
見
い
出

せ
る
。
『英
吉
利
単
語
篇
』
（明
治
三
年

刊
）
、
『英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
（明
治
二

年
刊
）
な
ど
で
あ
る
。
前
者
は
慶
応
二

年
に
開
成
所
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
の
再

版
。
沼
津
版
の

『法
朗
西
単
語
篇
』
と

体
裁
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
り
奥
付
に

も

「売
捌
蔵
田
屋
清
右
衛
門
」
と
あ
る

が
、
沼
津
で
刊
行
さ
れ
た
こ
と
を
示
す

記
載
は
ど
こ
に
も
な
い
。
後
者
は
文
久

二
年

（
一
八
六
二
）
に
洋
書
調
所
教
授

陣
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
を
改
正

増
補
し
蔵
田
屋
清
右
衛
門
が
刊
行
し
た

「慶
応
三
年
江
戸
再
版
」
の
重
版
で
、

巻
末
に
は

「売
捌
蔵
田
屋
清
右
衛
門
」

「官
許
徳
川
氏
蔵
版
」
と
あ
る

（荒
木

伊
兵
衛

『日
本
英
語
学
書
志
』

一
九
二

一
年
）
。
「徳
川
氏
改
印
」
が
旧
幕
府
の

財
産
を
継
承
し
た
静
岡
藩
の
版
権
を
示

し
て
い
る
も
の
だ
と
す
る
と
、
同
藩
は

東
京
で
も
出
版
活
動
を
行
っ
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
沼
津
版
は
静
岡

藩
刊
行
図
書
の
一
種
類
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
る
。

〓
〓

ぬ
ま
づ
近
代
史
点
描
⑫
業
ぶ
議
一彗
導
一苺
帝
〓

幕

末

ぬ

ま

づ

の
庶

民

と

武

道

｀レ

「徳川氏改印」が押された『英和対訳袖

珍辞書_|(沼 津市立図書館「沼津文庫」)

新
選
組
の
近
藤
勇
や
土
方
歳
三
が
武

蔵
国
多
摩
地
方
の
農
民
の
出
で
あ

っ
た

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
建
前
上
、

秀
吉
の
刀
狩
り
以
来
、
農
民
は
武
器
を

奪
わ
れ
、
剣
術
を
は
じ
め
と
す
る
武
道

な
ど
と
は
無
縁
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
が
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。

特
に
上
層
農
民

・
町
人
に
と
っ
て
、
武

術
は
他
の
学
問
な
ど
と
同
様
、
嗜
み

。

教
養
と
し
て
身
に
つ
け
る
べ
き
も
の
で

帯
刀
姿
の
原
宿
の
素
封
家
植
松
与
右
衛
門
季
敬
（学
山
）

明
治
初
年
　
６４
才

（柳
下
菊
男
氏
提
供
）

同
家
は
近
世
以
来
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
て
い
た
。

あ
り
、
修
養
や
心
身
鍛
練
の
手
段
で
も

あ
っ
た
。

表
は
各
種
文
献

・
史
料
か
ら
判
明
し

た
近
世
後
期
～
幕
末
の
沼
津
市
域
の
農

民
武
術
家
た
ち
の
一
覧
で
あ
る
。　
一
見

し
て
名
主
ク
ラ
ス
の
豪
農
商
で
あ
る
。

ま
た
、
特
に
目
に
つ
く
の
は
、
韮
山

代
官
所
の
剣
術
指
南
で
あ
っ
た
神
道
無

念
流
の
斎
藤
四
郎
之
助
善
孝
に
師
事
し

た
者
の
多
さ
で
あ
る
。
四
郎
之
助
は
幕

末
江
戸
の
三
大
道
場
の

一
つ
と
い
わ
れ

た
練
兵
館
の
斎
藤
弥
九
郎
の
息
子
で
あ

り
、
原
宿
で
農
兵
訓
練
を
担
当
し
た
り

し
て
い
た
。
表
中
の
植
松

・
渡
辺

・
長

沢

・
森
岡
は
農
兵
に
取
り
立
て
ら
れ
た

人
物
で
あ
る
。
韮
山
代
官
採
用
の
農
兵

は
銃
砲
の
訓
練
以
外
に
剣
術
も
教
え
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

斎
藤
の
影
響
は
韮
山
代
官
領
以
外
の

村
に
も
及
ん
だ
。
以
下
に
引
用
す
る
鳥

谷
村

（旗
本
領
）
の
名
主
川
口
家
が
設

置
し
た
道
場
が
そ
れ
で
あ
る
。
「又
武
術

指
南
所
と
し
て
鳥
谷
村
川
口
与
五
郎
氏

邸
内
に
二
間
に
四
間
の
剣
術
指
南
の
道
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幕末期沼津市域庶民の武道家たち

ヽ

し

場
あ
り
て
、
斎
藤
四
郎
之
助
指
南
せ
ら

れ
た
り
」
（「鷹
根
村
誌
」
大
正
二
年
、

沼
津
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編

『旧
村
地

誌
』
所
収
、　
一
九
九
六
年
）
。

沼
津
藩
の
存
在
も
周
辺
の
庶
民
と
無

関
係
で
は
な
か
っ
た
。
三
島
宿
の
本
陣

の
当
主
樋
口
伝
左
衛
門
正
隣
は
北
辰

一

刀
流
千
葉
十
太
郎

の
問
人
で
あ

っ
た

が
、
安
政
か
ら
慶
応
期
に
か
け
て
自
分

が
試
合
を
し
た
相
手
の
名
前
を
記
録
に

残
し
て
い
る

（「英
名
録
」
『静
岡
県
史

資
料
編
１５
近
世
七
』
所
収
、　
一
九
九

一

年
）
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
原
謙
次
郎

（心

形
刀
流
）
、
今
井
孝
平

・
斎
藤
玄
次
郎

・

今
井
財
次
・岩
城
丹
士

。豊
田
静
太
郎

・

柳
沢

一
馬

・
外
木
需
之
助

・
福
岡
五
百

八

・
福
井
寅
之
助

・
杉
浦
軍
治

・
島
津

精

一
郎

・
大
須
賀
金
八
郎

・
佐
々
木
菊

次
郎
。
一
杉
元
平

（以
上
神
道
無
念
流
）

ら
、
多
く
の
沼
津
藩
士
と
試
合
し
て
い

る
。
沼
津
藩
士
は
周
辺
の
農
民
剣
士
の

恰
好
な
対
戦
相
手
に
な
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

駿
東
郡
千
福
村

（裾
野
市
）
の
名
主

を
つ
と
め
た
豪
農
で
、
幕
府
の
愛
鷹
牧

士
で
も
あ
っ
た
横
山
瑞
平
直
勝
は
、
沼

津
藩
士
堀
江
五
左
衛
門
か
ら
大
坪
流
馬

術
の
皆
伝
を
受
け
た
と
い
う

（横
山
正

美
氏
所
蔵
「
父
横
山
瑞
平
略
暦
」
）
。

沼
津
藩
き
っ
て
の
柔
術
家
（揚
心
流
）

で
あ
っ
た
藍
沢
勝
之

（重
次
郎
）
は
、

私
設
の
道
場
五
箇
所
を
沼
津
城
下
に
有

し
、
志
多
町
で
は
相
撲
力
士
に
教
え
た

り
し
た
と
い
う

（『練
借
五
形
法
』
一
九

〇
三
年
）
。

明
治
維
新
後
も
士
族
の
存
在
は
、
文

明
開
化
期
の
逆
境
の
中
、
武
道
の
存
続

に
少
な
く
な
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
た

と
え
ば
以
下
の
新
聞
記
事
。

○
此
節
は
撃
剣
が
流
行
て
所
々

の
学
校
や
又
は
屯
所
杯
に
て
チ

ヤ
ン
ボ
ン
と
や
ら
か
し
升
が
走

慶応 2年 神道無念流斎藤四郎之助の目録

(土屋浩一氏所蔵 )
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宿村名i 氏 名 事 項 (出  典 )

沼 津 宿

沼 津 宿

沼 津 宿

沼 津 宿

原  宿

原  宿

原  宿

宿原

木瀬川村

重 寺 村

重 須 村

立 保 村

鈴木文蔵 (伯 亨 )

足助源七 (蔦 窓)

森忠二郎

大道寺治郎

植松才助

植松与右衛門季服

土屋伊八郎

渡辺兵左衛門富保

渡辺平左衛 門

長 ,∫ミ市平

森岡元碩

加藤二郎左衛門規房

「喜控弓撃剣」 (墓誌 )

「撃剣則私淑諸戸加崎氏」 (墓誌 )

「壮年之頃撃剣之術戸崎先生二相学処々遊歴仕候」 (耳順祝賀会刷物)

「幼より武技を嗜み」 (『 静岡県現住者人物一覧』)

「江戸二至 り神道無念流ヲ専ラ修行ン」 (『 日記・見聞雑記』)

安政 2年水戸藩士金子武四郎より、後斎藤四郎之助より剣術 を学

ぶ (「 帯笑園植松家系雑記」)

「垂者の頃有名の剣士千葉道三郎の門に入り武技を修むる」(『静

岡県現住者人物一覧』)

植松学山に武技、江川太郎左衛門に砲剣二術、斎藤四郎之助に武

術 を学び、「其の蘊奥を究む」 (同上 )

「幼時武術 を嗜み」 (同上 )

江川太郎左衛門の塾に入 り「撃剣を斎藤某に学ふ」 (『 岳陽名士

伝』)

「壮年ニンテ剣法ヲ学 ヒ剛健 ノ気ヲ養ヘ リ」 (墓誌)

嘉水 4年 1月 15日 より「榊原健吉二入門直心影流 ヲ修業」 (「 履

歴書」)
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は
運
動
だ
と
か
又
は
軍
の
下
稽

古
だ
と
か
で
御
尤
の
様
な
れ
ど

田
合
に
も
此
流
行
あ
り
て
豆
州

田
方
郡
江
間
に
旧
水
野
藩
織
田

正
明
と
い
ふ
先
生
あ
り
て
元
は

桃
の
井
の
弟
子
だ
そ
う
だ
が
原

木
村
名
倉
村
桑
原
村
等
に
門
人

が
あ
り
て
折
々
出
張
さ
れ
御
稽

古
が
有
る
と
の
事
是
は
運
動
で

も
な
く
軍
の
稽
古
で
も
な
く
大

方
盗
人
の
用
心
で

ゝ
も
あ
る
か

し
ら
ん
（『函
右
日
報
』
明
治
１２
・

Ｈ

・
２９
）

沼
津
の
場
合
、
維
新
後
新
た
に
移
住

し
た
旧
幕
臣
の
存
在
も
大
き
い
。
明
治

十
五
年

（
一
八
八
二
）
九
月
二
十
八
日
、

沼
津
城
内
町
東
照
宮
の
臨
時
祭
に
お
い

て
奉
納
撃
剣
試
合
が
行
わ
れ
た
が
、
沼

津
在
住
の
旧
幕
臣
を
中
心
に
五
十
名
が

参
加
す
る
盛
況
で
あ

っ
た
。
郡
長
が
桟

敷
で
見
物
し
、
多
く
の
観
客
で
雑
踏
し

た
。
参
加
者

へ
は
郡
役
所
と
警
察
署
か

ら
酒
・
赤
飯
が
贈
ら
れ
た
と
い
う

（「沼

津
新
聞
』
明
治
１５

。
１０

・
１
）
。

警
察
署
や
監
獄
が
沼
津
に
置
か
れ
た

こ
と
も
剣
道

・
柔
道
の
復
興
に
つ
な
が

っ
た
。
左
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

○
沼
津
警
察
署
の
警
吏
及
び
同

所
監
獄
支
署
の
看
守
其
の
他
同

所
の
有
志
者
等
が
申
合
せ
て
同

所
城
内
町
の
小
学
校
構
内

へ
撃

剣
場
を
設
け
て
頻
り
に
撃
剣
の

稽
古
を
さ
る

ヽ
よ
し
右
に
つ
き

署
長
看
守
長
も
余
程
尽
力
さ

る

ヽ
と
云
ふ

（「函
右
日
報
』
明

治
１５

。
１０

・
１４
）

明
治
十
七
年

（
一
八
八
四
）
頃
も
沼

津
市
街
に
は
四
箇
所
の
道
場
が
あ
り
盛

ん
に
剣
道
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う

（『函
右
日
報
』
明
治
１７

・
１

・
４
）
。

沼
津
兵
学
校
附
属
小
学
校
で
は
体

操

・
剣
術

・
乗
馬

・
水
練
が
行
わ
れ
た

が
、
そ
の
後
身
で
あ
る
沼
津
中
学
校
で

は
明
治
十
四
年

（
一
八
八

一
）
八
月
に

狩
野
川
に
水
泳
稽
古
所
が
開
か
れ
て
た

以
外

（『沼
津
新
聞
』
明
治
１４
・
７
・
２３
）
、

ど
の
よ
う
な
体
育
教
育
が
実
施
さ
れ
た

の
か
不
明
で
あ
る
。

韮
山
の
私
立
伊
豆
学
校
で
は
明
治
二

十
年

（
一
八
八
七
）
に
赴
任
し
た
久
連

村
出
身
の
富
日
常
次
郎
に
よ
っ
て
講
道

館
の
分
場
が
開
か
れ
、
柔
道
が
教
え
ら

れ
た
。
し
か
し
、
学
校
体
育
の
正
課
と

し
て
中
学
校
で
剣
道

・
柔
道
が
認
め
ら

れ
る
の
は
明
治
四
十
四
年
（
一
九

一
一
）

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

０
企

画
展

「レ
ン
ズ
に
写
っ
た
沼
津

―
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
が
記
録
し
た

戦
前
。戦
後
―
」
の
開
催
に
つ
い
て

昨
年
１２
月
８
日

（日
）
か
ら
２
月
２３

日

（日
）
ま
で
の
開
期
で
開
催
し
て
い

ま
す
。
ア
マ
チ

ュ
ア

・
カ
メ
ラ

マ
ン
の

中
野
勇
雄
さ
ん
が
撮
影
し
た
昭
和
十
年

代
か
ら

一
十
年
代
に
い
た
る
沼
津
の
写

真
約
百
三
十
点
の
展
示
で
す
。
町
並
み
、

海
や
川

・
郊
外
の
風
景
、
祭
り

・
台
風

・

戦
時
下
の
人
々
な
ど
、
そ
の
時

々
の
世

相
や
事
件
を
写
し
出
し
た
貴
重
な
歴
史

の
証
言
者
と
な

っ
て
い
ま
す
。
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
¨

昨
年
１２
月
８
日
に
は
８
ミ
リ
フ
ィ
ル

ム
■
映
会
を
行
い
、
中
野
さ
ん
が
撮
影企画展「レンズに写った沼津」

、し

し
た
昭
和
三
十
年
代
の
沼
津
夏
ま
つ
り

や
狩
野
川
台
風
、
大
相
撲
巡
業
な
ど
の

映
像
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

図
録

「
レ
ン
ズ
に
写

っ
た
沼
津
』
（Ｂ

５
版
、

５６
頁
）
も

一
冊

一
〇
〇
０
円
で

頒
布
し
て
い
ま
す
。

◎
最
近
の
受
贈
資
料
紹
介

当
館
に
は
多
く
の
皆
様
か
ら
貴
重
な

資
料
を
寄
贈

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
資
料
は
大
切
に
保
存
し
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

県
会
議
員
杉
浦
謙
次
郎
褒
状

（堀
川

英
子
様
）
、
西
南
戦
争
戦
死
者
肖
像

（渡

辺
柳
作
様
）
、
亀
田
鵬
斎
書
軸
他

⌒真
野

正
実
様
）
、
俳
句
短
冊

（石
井
敏
子
様
）
、

俳
句
短
冊

（相
磯
勘
兵
衛
様
）
、
軍
事
郵

便

（大
鳴
保
久
様
）
、
沼
津
兵
学
校
教
授

名
和
謙
次
の
シ

ー
ト

（渡
辺
弘
正
様
）
、

同
生
徒
芳
賀
可
伝
菓
碑
拓
本

（芳
賀
久

雄
様
）
、
古
文
■
［
（高
村
茂
治
様
）
、
和

本

（篠
原
赳
郎
様
）
、
陸
軍
大
礼
服
他

（坂

井
忠
様
●

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
４８
号

獅
篠
　
沼
津
市
明
治
史
料
館

〒
州
沼
津
市
西
熊
堂
三
七
二
―

一

電
　
話

〇
五
五
九
十
二
三
‐三
三
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
五
五
九
二
一五
‐三
〇
一
人

し
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